
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
奨
励
研
究
事
業
②

伝
統
工
芸
美
川
刺
繍
教
室「
伝
え
受
け
継
ぐ
美
し
い
伝
統
文
化
」

　

暮
ら
し
の
中
に
い
き
い
き
と
溶
け
込
み
、
世
紀
を
超
え
て
生
き
る
作
品
創
り
に
向
け
て

か
ほ
く
市　
　
林　

�

貴�

江

　

平
成
29
年
３
月
７
日
（
火
）
～
３
月

13
日
（
月
）、
第
22
回
美
川
刺
繍
教
室

作
品
展
が
Ｊ
Ｒ
美
川
駅
２
階
「
美
川
37

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
美

し
い
伝
統
工
芸
美
川
刺
繍
を
後
世
に
受

け
継
ぎ
た
い
と
活
動
し
て
い
る
美
川
刺

繍
教
室
を
紹
介
し
ま
す
。

〇
美
川
刺
繍
の
歴
史

　

旧
美
川
町
は
、
江
戸
時
代
に
商
港
と

し
て
栄
え
、
加
賀
百
万
石
の
財
政
の
源

で
あ
り
、
明
治
５
年
石
川
県
庁
が
開
庁

さ
れ
た
県
下
一
の
富
め
る
町
で
し
た
。

　

し
か
し
、
美
川
港
の
急
速
な
衰
退
が

廻
船
業
者
や
各
階
層
に
波
及
し
た
時
、

家
計
を
助
け
る
主
婦
の
手
内
職
と
し
て

取
り
入
れ
た
の
が
「
美
川
刺
繍
」
で
し

た
。
そ
れ
が
美
川
町
の
重
要
な
特
産
の

一
つ
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
刺
繍
は
明
治
23
年
（
１
８
９
０
）

当
時
、
旅
館
業
兼
料
理
業
を
営
む
餅
田

半
次
郎
氏
が
京
都
か
ら
指
導
者
を
招
き
、

ハ
ン
カ
チ
に
刺
繍
を
し
た
こ
と
に
始
ま

り
ま
す
。
そ
の
後
、
竹
仲
忠
松
氏
が
引

き
継
ぎ
、
販
路
の
開
拓
を
し
た
結
果
、

縫
子
２
３
０
人
を
数
え
近
村
に
も
工
場

を
設
け
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
明
治
末
期
の
貿
易
不
振
は

刺
繍
業
界
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
一
時

衰
退
し
ま
し
た
。
や
が
て
ハ
ン
カ
チ
刺

繍
に
代
わ
っ
て
明
治
44
年
に
は
半
襟
刺

繍
が
盛
ん
と
な
り
、
昭
和
３
年
に
帯
地

刺
繍
が
加
わ
る
と
、
工
場
数
27
、
縫
子

７
５
０
人
に
達
す
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

製
品
は
京
都
の
問
屋
筋
の
注
文
に
よ
っ

て
、
派
手
好
み
の
関
西
向
き
が
４
分
の

３
、
上
品
好
み
の
関
東
向
き
が
４
分
の

１
の
割
合
で
作
ら
れ
、「
加
賀
刺
繍
」

の
名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

戦
争
中
は
、
経
済
統
制
の
た
め
ほ
と

ん
ど
転
・
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た

が
、
幸
い
貴
重
な
技
術
は
予
科
練
の
襟

章
や
腕
章
な
ど
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
、

戦
後
は
外
国
人
向
け
の
ハ
ン
カ
チ
刺
繍

な
ど
で
い
ち
早
く
復
活
し
ま
し
た
。
今

日
で
は
、
帯
・
打
掛
け
・
振
袖
な
ど
に

み
る
「
美
川
刺
繍
」
の
豪
華
で
繊
細
な

美
し
さ
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
成
婚
後
の
皇
太
子
妃
殿
下
美
智
子

さ
ま
（
現
皇
后
陛
下
）
の
お
召
物
に
も

「
美
川
刺
繍
」
が
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
49
年
に
こ
れ
ま
で
の
高
級
呉
服

刺
繍
か
ら
脱
し
、
新
し
い
「
美
川
工
芸

部
門
」
に
進
出
し
、
芸
術
的
な
刺
繍
と

し
て
美
川
工
芸
刺
繍
株
式
会
社
を
金
沢

で
開
設
し
ま
し
た
。
家
紋
刺
繍
額
、
創

作
美
術
刺
繍
額
、
旗
、
舞
台
幕
を
中
心

に
販
路
の
拡
大
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
加
賀
刺
繍
と
し
て
、
平
成

３
年
５
月
に
は
、
国
（
通
産
省
）
の
伝

統
工
芸
の
指
定
を
受
け
、
同
年
10
月
の

石
川
国
体
の
折
に
は
、
伝
統
産
業
の
ご

視
察
と
し
て
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の

行
幸
啓
を
賜
り
、
刺
繍
の
実
演
を
ご
覧

に
な
ら
れ
ま
し
た
。（
旧
美
川
町
監
修
）

〇
美
川
刺
繍
の
刺
し
方

①　

 

縫
い
き
り　

絵
型
の
中
心
へ
あ
る

い
は
カ
タ
カ
ナ
の
「
ミ
」
の
反
対

に
さ
す
法

②　

 

す
が
（
菅
）　

布
地
目
を
な
ぞ
っ

て
刺
す
法

③　

 

ま
つ
い　

線
、
木
の
枝
、
絵
型
の

縁
ど
り
な
ど
に

④　

 

か
い
こ
み　“

ま
つ
い
＂
よ
り
さ

ら
に
細
か
く
棒
状
に
刺
す
法

⑤　

 

刺
し
縫
い　

糸
の
太
さ
に
差
を
つ

け
て
数
回
に
わ
た
り
刺
し
こ
む
法

⑥　

 

割
り
縫
い　

真
ん
中
に
向
か
っ
て

左
右
両
方
か
ら
刺
す
法

⑦　

 

平
糸
縫
い　

平
糸
の
ま
ま
で
刺
し
、

わ
た
の
よ
う
な
感
じ
を
出
す
法

⑧　

 

さ
が
ら
（
相
良
）
縫
い
つ
ぶ
し　

糸
で
輪
を
つ
く
り
、
そ
の
中
へ
針
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を
通
し
て
結
び
を
つ
く
る
法

⑨　
 

駒
縫
い　

金
糸
や
銀
糸
を
絵
型
に

そ
っ
て
ゾ
ベ
糸
で
留
め
る
法

⑩　

 

糸
ど
め　

玉
ど
め
（
裏
）、
か
く

し
ど
め
、
チ
ョ
ン
と
め
、
手
入
れ

ど
め

〇
美
川
刺
繍
教
室
（
生
活
会
議
）
の
誕
生

　

平
成
３
年
（
１
９
９
１
）
石
川
国
体

が
開
催
さ
れ
、
旧
美
川
町
は
バ
ト
ミ
ン

ト
ン
の
会
場
と
な
り
ま
し
た
。
選
手
や

関
係
者
へ
「
美
川
刺
繍
ハ
ン
カ
チ
」
を

作
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
縫
子
だ
っ
た
人
た
ち
が
中

心
と
な
り
、
地
区
の
主
婦
に
刺
繍
の
手

ほ
ど
き
を
し
た
の
が
「
美
川
刺
繍
教
室
」

の
始
ま
り
で
す
。

　

美
川
公
民
館
が
教
室
と
な
り
、
地
区

の
人
が
ハ
ン
カ
チ
、
半
襟
、
ブ
ロ
ー
チ

等
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
美
川

中
学
校
の
ゆ
と
り
の
時
間
に
教
室
の
人

が
、
生
徒
に
教
え
に
行
き
共
同
で
作
品

展
の
開
催
も
し
て
い
ま
し
た
。

〇
県
民
大
学
校
文
化
探
究
コ
ー
ス
併
設

　
「
美
川
刺
繍
教
室
」
の
代
表
と
な
っ

た
松
嶋
外
枝
さ
ん
が
、『
美
川
刺
繍
の

火
を
消
す
な
！
伝
統
工
芸
を
守
り
、
後

世
に
つ
な
げ
よ
う
』
と
奮
闘
し
、
石
川

県
民
大
学
校
と
し
て
発
展
さ
せ
、
県
内

全
域
か
ら
受
講
生
を
募
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
運
営
は
、
松
嶋
さ
ん
を
中
心

に
、
旧
美
川
町
在
住
の
人
が
中
心
と
な

り
お
こ
な
い
、「
美
川
刺
繍
教
室
」
が

継
続
さ
れ
ま
し
た
。

〇
新
た
な
挑
戦

　

大
き
な
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
松
嶋
さ
ん

が
け
が
の
た
め
第
一
線
を
引
退
し
ま
し

た
が
、
長
期
生
の
中
橋
さ
ん
や
濱
上
さ

ん
が
代
表
と
な
り
新
体
制
で
教
室
の
運

営
が
始
ま
り
ま
し
た
。

①　

仕
事
は
全
員
で
分
担

②　

技
術
指
導
は
長
期
性
が
担
当

③　

 

学
年
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決
め
て
刺

繍
の
技
術
向
上
に
励
む

④　

茶
話
会
の
開
催

　
　

 

教
室
が
休
館
日
と
重
な
っ
た
日
に

開
催
。
疑
問
質
問
を
解
決
し
、
学

年
間
の
交
流
や
お
互
い
の
理
解
を

深
め
て
い
る
。

⑤　

楽
し
み
な
研
修
会

　
　

 

四
期
生
が
立
案
実
施
。
石
川
県
の

伝
統
工
芸
・
文
化
の
体
験

⑥　

受
講
生
共
同
作
品
に
挑
戦

　
　

 

三
期
生
以
上
が
毎
年
テ
ー
マ
を
決

め
て
共
同
作
品
作
り
を
行
う
。

　

平
成
25
年
度　
「
四
季
彩
」

　

平
成
26
年
度　
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」

　

平
成
27
年
度　
「
花
づ
く
し
」

　

平
成
28
年
度　
「
誰
袖
（
た
が
そ
で
）」

　

平
成
29
年
度　
「
扇
の
舞
」
制
作
中

　
　

※
左
写
真
完
成
し
た
作
品
の
一
部

　

回
を
重
ね
る
ご
と
に
皆
が
切
磋
琢
磨

し
技
術
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

〇
教
室
の
一
日

・
６
月
第
２
週
火
曜
日
が
開
校
式

・ 

６
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
、
毎
週
火

曜
日
、
９
時
半
か
ら
11
時
半
ま
で

・
３
月
作
品
展
（
一
年
の
成
果
の
発
表
）

・ 

一
期
生
は
、
基
本
の
刺
し
方
、
糸
の

よ
り
方
を
練
習
。
11
月
か
ら
は
作
品

展
に
向
け
て
「
包
み
ふ
く
さ
」
作
り

・ 

二
期
生
は
、
「
掛
け
ふ
く
さ
」
作
り 

（
一
、
二
期
生
は
布
選
び
、
図
案
は

先
輩
に
相
談
し
な
が
ら
進
め
る
）　

・ 

三
期
生
以
上
は
共
同
作
品
作
り
と
各

自
の
作
品
作
り

・ 

十
年
以
上
の
長
期
生
が
中
心
と
な
り

指
導
を
行
う

・ 

机
、
椅
子
の
準
備
、
片
付
け
は
各
自

・ 

教
室
の
終
わ
り
に
は
必
ず
針
の
確
認

を
す
る
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〇
今
後
に
向
け
て

　

刺
繍
に
携
わ
っ
て
き
た
人
や
、
直
接

指
導
を
受
け
た
人
た
ち
が
高
齢
と
な
る

中
、
本
物
の
「
美
川
刺
繍
」
を
ど
の
よ

う
に
受
け
継
ぎ
、
伝
承
し
て
い
く
か
が

課
題
で
す
。
５
年
10
年
と
教
室
に
通
う

中
、
ど
ん
ど
ん
美
川
刺
繍
の
奥
深
さ
を

感
じ
、
同
時
に
難
し
さ
を
肌
で
感
じ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
美
川
刺
繍
」
を
沢
山
の
方
に
知
っ

て
頂
き
た
く
て
、
今
年
度
は
、
美
川
駅

の
作
品
展
だ
け
で
な
く
、
石
川
県
立
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
や
石
川
県
女
性
セ
ン

タ
ー
で
の
作
品
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
美

川
刺
繍
の
繊
細
さ
を
直
接
見
て
い
た
だ

き
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

平
成
30
年

Ｊ
Ｒ
美
川
駅
２
階
「
美
川
37
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」

　

３
月
６
日
（
火
）
～
12
日
（
月
）

　

９
時
半
～
16
時
半
（
期
間
中
無
休
）

　

６
日
は
13
時
か
ら
16
時
半

※
石
川
県
女
性
セ
ン
タ
ー
展
示

　

平
成
29
年
７
月
６
日
～
12
日

　
（
右
側
下
写
真　

花
づ
く
し
）

※
石
川
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
展
示

　

平
成
29
年
９
月
２
日
～
28
日

　
（
左
側
下
写
真　

誰
袖
）

─  33  ─




